
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：平成２３年度 経営体育成基盤整備

大渕地区用水路４工事
�２ 発 注 者：静岡県中遠農林事務所
�３ 工事場所：静岡県掛川市大渕
�４ 工 期：平成２３年９月６日～

平成２４年２月２４日
管体工 硬質塩化ビニル管VUφ６００を土被りH
＝１２００に路線延長 L＝３１１．６ｍ埋設する工事で
あった。
工事名で４工事となっているが、周辺に別工事
が１～３、５工事と点在しており、本工事はパイ
プライン工事の幹線に位置しており、本工事に対
して１工事、３工事、５工事が接続するような設
計になっていた。

２．現場における問題点

「１．はじめに」でもふれたが、本工事は幹線
を形成しており、本工事の施工に対して１工事、
３工事、５工事が接続し、また１工事に２工事が
接続するという設計になっており、工事同士が隣
接していた。
本工事区間は、隣接する他工事との調整を行う
とともに、早急な着工、完成を行わなければなら

なかった。
しかし工事着工するための資材が、塩ビ管VUφ

６００直管、および曲管、鋳鉄製の異形管など特殊
部品が多く、部材によっては製作に最短２ヶ月ほ
どかかることが判明し、その間は施工が出来ない
ことが判明した。
また施工道路が３mと狭く、取り寄せた製品
の寸法図面では、現地で施工できない可能性があ
り、早急な現地測量と材料の選定をする必要があ
った。

３．工夫・改善点と適用結果

最初に各工事担当に、こちらの製品の納期とそ
の理由を説明し、最短着工日を伝達し了承を得た。
図―２を見てもらえるとわかるが、製品の寸法
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図―１ 大渕工区 位置図
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が３ｍを超えることが判明し、現地で製品が施工
できるかどうか確認を行った。
複数個の製品を同じ場所で使用する箇所が複数
あり、また１箇所につき施工範囲が１０ｍほどにな
るという結論から本工事では使用できないという
結論に至った。
その時点ですでに２週間が経過しており、製品
の納入が当初の計画に間に合わないと判断し、図
―２と同等品以上で、なおかつ納期が短縮できる
製品を模索した。
その結果、納期が約１ヶ月に短縮でき、なおか
つ図―２の製品と同等以上の製品として図―３のも
のを使用する案があがった。
早速現地測量を行なったが、製品がコンパクト
になったため、問題なく施工できるという結論に
至り、また納期も当初の予定よりも２週間ほど短

縮できるということで採用にいたった。
この結果、着手予定が１１月の１５～２０日前後だっ
たものが、１１月７日に着工でき、１工事着工１１月
１０日、３工事着工１２月１日、５工事着工１２月１２日
とすることが出来た。
なお、本工事は１２月１１日に現場完成、１工事は
１月１３日、３工事は１月１８日、５工事は１２月２５日
にそれぞれ現場完成を迎えている。

４．おわりに

当初設計で計上されていた製品を使用すると現
地で施工できない場合、また近接工事との調整、
早急な着工、完成が必要になった場合、設計にこ
だわらず、同等品以上の製品をすぐさま使用する
ことを提案し、施工できたことがよかった。
また今回の工事では近接工事施工業者が、地元
業者ということもあり連絡を密にでき、また打ち
合わせ等も遠方に行くこともなく行えたため、時
間のロスも少なく工程に支障が出るようなトラブ
ルもなかったことが非常に大きなウエイトをしめ
ていた。
地元業者が施工することにより、地質や現場条
件、地元との折衝など多岐にわたりスムーズに行
えたことが今報告に表れていると思う。

図―２ 塩ビ曲管 承認図

図―３ 鋳鉄製曲管 承認図
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